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%， K 15%，Cl 43%，P 52%， Ca 24%， Mg 19% 
であった。 
15.金道癌の舗前衛後呼吸菅理に関する研究
〈第 1報〉術前肺機能と術後肺合併症について
小出義雄〈千大) 
S. 49-54年の食道癌切除例 135街中，術後肺合併症
は 24係， 17.8%に見られた。爵合併症(+)例の術前 
FVC，ラもVC，FEV1.oは姉合併症(一)例に比し有意に
{底値を示し，殊に FEV1.0 iì~ 1. 5L 未満例の諒合併症発
生頻度辻 46.2%と， 1.5L以上初jに比し高率であった 
(P<O.01)。また， V-V曲線の宥用性が示唆された。 
16.童血による急性腎不全の ATP-HgChによる治療
〈第 2報〉
添田耕司(千大〉
雑種或犬を全麻下に開腹，ヘパリン化後，南側腎雲寺静
脈及び尿管を遮断し， 60分及び90分の腎患血を行い，血
流再開後，投与群には ATP品在gCh50μM/0.6ml/kgを 
30分で註入し対称、群には同量の生食を注入した。血流再
開後24，48，72時間後の各種検査の結果，投与群では対
照群に比して血清クレアチニン， BUN，LDHの上昇が
有意に謁えられ， Na再吸収能，尿護縮詑の回復を存意
に早めた。 ATP
の予防及び治療iZ効である。にこ手存 
17. T cell growth factor 
林良輔(千大)
マウス牌細胞を ConA にて刺激して得られる上清 
(T cell growth factor)を謂いて， 詞系1重蕩に対する 
cytotoxic T cellの長期培養を試みておヲ， ヲンパ球数
は7日で約10f吾の増加を示し，また 51Crreleaseによる 
killing activityもある程度維持できることがわかり， 
T cell receptor，killing mechanismなどの解析に有
用と考える。 
18.雪粘膜下造影法〈第 2報)臨束椀における検討
円山正?専(千大)
胃癌深達度診新の目的で胃癌患者12例の癌麗近接健常
粘摸下震に造影剤 Myodil2mlを内視鏡下に注入。術
後，標本嵩面のレ線畿と病理組織学的関係について検討
した。レ線畿は四聖に分類され，その病理組識学的検討
で結膜下層と援護下層を拡がる造影剤は，癌彊によるせ
き止めを示し，レ縁畿の型分類と癌深達度に関連が認め
られた。 
19.肝内結石室治護に関する研究(第 2報)
山崎義和(千大〉
月子内結石遺残は殆んど肝内題管の屈曲と狭窄による。
教室での12年開の丹干内結石手衝伊iは35例で狭君による結
石遺残は 8摂jで， 4例が左第 1分校関近に存在。狭窄に
対する内視鏡的高周設切開のための基礎的検討として狭
窄部の胆管壁の厚さ，血管との距離等を調べ更に雑犬を
吊いた切開実験を行ない高周波による切需拡張の可能性
を検討した。 
20. ATP-斑gChによる虚車性急性許不全の治寮
大jI1昌棲(千大〉川 
雑謹成犬を用い6ωO分開の完全肝担血による急急性許不全
;にこ夫対手する ATP 
か否かを検言討守し以下の結論を得た。①60分の担血による
急性肝不全に対する ATP-MgChの投与は各種 hepa-
tic enzym level.ICG葬濯機能及び RES機能を有意
に改善し，その結果生存率をも向上させた。②肝担血に
対する ATP占19Chの効果発現機序の 1つは減少した
肝細抱内 ATPlevelを呂復させ，その結果低下してい
た結抱機能を賦話し，血流再開後生ずる締抱浮腫を抑制
する事によるものと患われた。③以上の結果より，肝祖
血に起医する急性肝不全の治療には， ATP-MgChの投
与が非常に有効である。 
20.門眠および肝種環動態iこおよぼす硬摸タト麻酔の影
響
桜庭唐説(千大〉
全蘇下のイヌにおいて，硬摸タト建ヘヲドカインを注入
し，その時の月干血流量および総肝動脈・円献血流量の変
化を同時に潟定した。その結果，全身血圧の低下に伴な
い丹駅血流量は著明に減少したが，月千血流量の減少は小
さかった。それは，総肝動脈皐流量が，早期に回復する
ためと思われ，それゆえ，硬摸外麻酔辻肝血流量民対し
影響は小さいと患われた。 
22.門探圧克進症におiする胃静寂撞分類とその蕗床的
意義
自戸寿男(千大〉
円充痘221例にX線的に胃静脈蜜を 1A，1 B，llA， 
豆B，腎静臆癌を認めないO型に分類した。但し， 1ニ
噴門に隈員。 I二噴門より遠{立に及ぶ。 A=拡張蛇行
